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資料１



【現状認識】

u 日本では、社会的な同質性や同調圧力等を背景に、偏差値を評価軸とした一律一様の教育が形
作られてきた。

u 結果として、多様な価値観を持ち自己決定力を持つ人材が十分に育っていなかったという課題
が指摘されている。

u 特に、諸外国と比較して、以下のような点が懸念される。
• 成績は良くても学びは好きではない
• 社会に出て以降、学び続ける意志を持たず、仕事に不満があっても現状を変えられない
• 企業においては、年齢が進むにつれ、シニア人材の仕事への意欲が低下する

u 他方、コロナ禍を通じ、以下のような変化の兆しが一気に加速しつつある。
• AI等のテクノロジーの進展に伴い、産業構造が変化を求められている
• 年功序列や終身雇用を前提としてきた雇用がジョブ型に移行するなど、組織と個人の

関係性に変化が求められている

u 上記問題意識は教育現場においても既に高まりつつあるところ、日本が強みとする高い基礎
学力や勤勉性に加え、全国に行き届いた一定水準の教育システムをベースにしながら、教育・
人材育成をポストコロナ時代に向けて積極的に変革させることにより、上記トレンドを脅威と
してではなく、むしろチャンスとして捉えることが可能。

Society 5.0時代の教育・人材育成に関する問題意識（仮説）
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【あるべき姿】

u ポストコロナ時代への変化を乗り越え、変化が大きく不確実性の高い社会や人生100年時代を
念頭に置いた「知識集約型社会」であるSociety 5.0において活躍する人材は、
① 答のない課題に立ち向かう「探究力」や新しい時代を切り拓く「好奇心」
② 生涯にわたり「学び続ける姿勢」

を身につけ、これらを基盤として自己決定力を持っている。

u Society 5.0時代の教育・人材育成システムと社会システムは、内外の急激な変化や異質な
存在を積極的に受け入れ、多様な人々を輩出し、その活躍・挑戦を後押しする。教育の受益者
は社会全体であり、これを担う教師の社会的な意義・存在の尊さが再認識され、社会全体が支
える中で負担の軽減を図り、教師が担うべき本質的な面で存分に能力が発揮できる環境を実現
する。

【取組の方向性】

① 答のない課題に立ち向かう「探究力」や新しい時代を切り拓く「好奇心」について
Ø 学習指導要領の改訂等により「探究力」や「好奇心」の強化が進むところ、社会とテク

ノロジーが教育現場を支える姿を実現する。
Ø あわせて、教員を業務負担を軽減し、教育の質の向上に向けた授業準備や教材研究等へ

の時間確保を促進する。
② 生涯にわたり「学び続ける姿勢」について

Ø 雇用環境について、ジョブ型雇用への転換が進む中で「継続的な学びを通じてより良い
人生を得る」という意識改革・行動変容を促す。

Society 5.0時代の教育・人材育成に関する問題意識（仮説）（続き）
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Ø 知識集約型社会を支える人づくり
Ø 自律的な学び
Ø 個々の理解と興味・関心に応じた

個別最適な学び

Ø 高度経済成長を支えた人づくり
Ø 他律的な教育
Ø 一律一様の教育

Ø 強みや個性を活かした多様化
Ø 多様な価値観がぶつかり合う共創の場

Ø 序列による安心感
Ø サイロ化した現場

Ø 学校教育期に得た知識の消費
Ø 守りの（強いられた）学び直し
Ø 単線的レール上での競争

Ø 複数回にわたる新たな知の取り込み
Ø 攻めの（自発的な）学び直し
Ø 複線的キャリア（転職・副業・兼業）

数理・データサイエンス・AIの素養 ＋ リベラルアーツ

Society 5.0時代の教育・人材育成のあるべき方向性（イメージ）
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① 「探究力」や「好奇心」の強化

② 「学び続ける姿勢」の強化

自己決定力を
持つ人材の育成

初等中等教育段階 高等教育段階 社会人段階

大学で学びたいことを見つけ出す
機会の提供（STEAM教育等）

多様な評価軸 社会を理解し学習意欲を高める
機会の提供（インターンシップ等）

多様な評価軸・キャリアパス

●男女共同参画 ●文理融合・理数好き ●若手活躍 ●シニア活躍 ●ジョブ型・複線型
●多様な価値軸 ●自ら選ぶキャリア ●地方分散 ●グローバル志向

多様・流動的・挑戦的あるべき姿
Society 5.0型

多様・流動的・挑戦的な社会システムの構築に向けて、自己決定力を持つ人材の育成に主眼を置き、「探究力」
や「好奇心」、「学び続ける姿勢」の強化を図るべく、教育・人材育成システムのSociety 5.0型への転換を図る

●男性中心 ●文理の壁・理数嫌い ●年功序列 ●シニアくすぶり ●メンバーシップ型・単線型
●偏差値・会社序列 ●与えられるキャリア ●一極集中 ●国内志向

一様・固定的・保守的

従前の姿
Society 3.0型

入試の壁：過度な公平性を背景に、単純に数値化された点数での評価 社会の壁：自己啓発に頼った個人任せの学び直し

様々な幸せの形の認識教育そのものや教師の社会的な意義・存在の尊さの再認識



１．変化が大きく不確実性の高い社会を豊かに生きるための、STEAM教育を核とした探究力や好奇心の涵養強化
• 自発的な「なぜ？」「どうして？」を引き出し、個別最適な学びを実現する先進的な教育の普及
（例：SSHのノウハウの横展開、コンテンツのライブラリー整備）

• 自身の長所を見つけ延ばす取組の充実
（例：テック系ベンチャーの活用、各教育機関の特色を発揮した入試の実施）

２．変化の速い時代を捉えた外部人材・資源の最大限活用による教育と社会の接続強化
• 地域社会による学校への教育支援
（例：第一線の研究者や経営者と話す機会の提供など大学・企業による授業支援、特別免許状の交付拡大）

• 自然と触れ合う機会や実体験の増加
（例：地域のSTEAM資源を活用した科学技術コミュニケーション活動の充実）

３．個別最適な学びを支える、教育分野におけるデジタル・トランスフォーメーションの推進
• デジタル活用を前提とした教育環境の充実・拡大
（例：ICT環境やその基盤となる生活環境の整備、専門的な事務職員の配置）

• デジタル活用による教師の働き方改革
（例：統合型校務システムの普及、生き方等の教育への注力とそのための教員研修の実施）

多様な科学技術・イノベーション人材が求められる中、個人が興味・関心を生かしつつ能力を発揮し、それが適切
に評価されるようにするため、社会システムと双方向的に関わる教育・人材育成システムの構築を目指す

Society 5.0時代の教育・人材育成の論点① 「探究力」や「好奇心」の強化
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固定観念にとらわれず、「やりたいこと」を見つけられる

「やりたいこと」を実現する教育を学校が担う

「やりたいこと」を社会が学校と一緒に後押しする



１．幸せの形の多様化と、そこに至る道のりの複線化を前提に、積極的にキャリアチェンジやキャリア
アップに踏み出す人材の増加

• 初等中等教育段階からの意識改革
（例：キャリア教育の充実、地域や企業・大学との授業における連携）

• 個人のキャリアを踏まえ多様な活躍を引き出す機能の強化
（例：日本版O-NETの活用、キャリアコンサルタントの活用）

２．変化の速い時代に対応する多様な働き方の実現
• 学び続けることを社会や企業が促進する環境・文化の醸成
（例：リカレント休暇の取得、ジョブ型雇用の導入、学び直しに対する適切な評価、学んだ人材の行き先の多様化）

３．大学改革において多様なニーズに対応して学び続けられるカリキュラム・プログラムの提供
• 多様なニーズに応えるリカレント教育のカリキュラム・プログラムの構築
（例：産学連携機能の拡充によるニーズの把握、地域産業界（地銀等）との連携によるプログラムの開発）

• 大学におけるリカレント教育の位置づけの明確化
（例：大学における社会人の積極的な受入れ、地域貢献を念頭に置いたプログラムの設計）

「知識集約型社会」への流れの中、個人の能力が最大限発揮されるとともに、複線型のキャリアパスにより「知」の
循環を促進するため、希望する全ての者が多様で質の高いリカレント教育を受けられるようになることを目指す

Society 5.0時代の教育・人材育成の論点② 「学び続ける姿勢」の強化
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幸せの形に応じ、「やりたいこと」がたくさんある

「やりたいこと」を実現する教育を大学が担う

「やりたいこと」を社会が応援する



○

初等中等教育へのニーズとその対応のあるべき関係（議論のたたき台案）
学校における
現状の対応 あるべき姿

• 部活動等の範囲を明確化し、それを超える指導
は外部専門機関に任せるべきではないか

• 保護者が責任を持って身につけさせるべきでは
ないか

• 学校内での役割分担を明確化するとともに、コ
ミュニティ等の役割も問われるべきではないか

• 保護者が責任を持ちつつ、学校やコミュニティ
等はその実践の場であるべきではないか

• 社会変化に対応した教育を学校が提供できるよ
う、DXや外部リソースを活用しつつ、探究学習
をはじめ、実体験が重視される教育や創造性を
育む教育、才能を見つけ伸ばす教育、「好
き」・「楽しい」を重視する教育、生き方の教
育等に注力できるようエフォートの集中（リロ
ケーション）を図り、教育力の「強化」を図る
べきではないか

• 教師の働き方改革を実現し、授業研究や自己研
鑽に充てる時間を拡充すべきではないか

• 教師の過度な負担に鑑み、進学塾を含め社会全
体で学びを更に支援すべきではないか

底
上
げ

引
き
上
げ

◎

• 生活上の基礎能力（歯磨き、鉛筆・箸の持
ち方、早寝・早起き・朝ごはん等）を身に
つけさせてほしい

• 放課後の素行不良に対する生活指導をして
ほしい

• 社会生活上のルール・マナー（挨拶、言葉
遣い、振る舞い等）を身につけさせてほし
い

• 秀でた才能を伸ばし、専門的な技能を高め
てほしい

• 落ちこぼれないよう学力を最低限必要なレ
ベルに底上げしてほしい

• 受験を勝ち抜き良い学校に進めるよう学力
を徹底的に伸ばしてほしい

• 著しく学習到達度が低くとも最低限の水準
を確保できるよう補習をしてほしい

◎

○

○

• 安全・安心（いじめや授業中のトラブルの
防止）を確保してほしい

• 年代に応じた基礎学力を身につけさせてほ
しい

◎

◎

△

○

△

○

△

• 教師の過度な負担に鑑み、補習塾を含め社会全
体で学びを更に支援すべきではないか

• 教師の過度な負担に鑑み、保護者や補習塾を含
め社会全体で学びを更に支援すべきではないか

• 教師が子供により向き合えるよう、DXや外部リ
ソースを活用することで、教師の業務負担軽減
と教育の質の向上を両立し、「効率化」を図る
べきではないか

学校に対する
要求・期待 具体的施策（アイデアベース）

学力 人間性、健康・体力

スクール・サポート・スタッフ等
の活用による業務負担軽減

◎：本務として教師が担当しており、エフォートが集中 ○：本務として教師が担当しているが、エフォートが不足 △：役割分担が曖昧なまま、教師が担当し、エフォートが分散

STEAM教育の充実（現場における
体験学習の拡大等）

GIGAスクールの徹底、ICTの活用
を前提にした授業設計（研修の
実施やITサポーターの派遣、教師
のICT環境の改善を含む）

コミュニティによる支援を活用し
たルール・マナーを身に着ける環
境整備（例：子ども食堂）

エフォート

社会第一線の人材の投入とそのた
めの研修体制整備

1人1台のICT環境等を活用した習熟
度に応じたきめ細やかな教育

親からのクレームを引き受ける窓
口の設置

教育委員会や自治体による親の啓
発

塾における学校と連動した教育

塾におけるマナーの再教育

学校業務補佐と教師養成プロセス
の強化を目的とした長期実務研修
を教育学部に義務付け

EdTechアプリ開発推進、データ基
盤整備推進

役割変更に対応した教師へのリカ
レント教育推進制度構築

従来の偏差値に依らない、社会の
多様な評価の仕組み・文化

• 社会性（人付き合い、チームワーク、コ
ミュニケーション力等）、地域貢献意識や
ボランティア精神を身につけさせてほしい

• 答のない課題に立ち向かう「探究力」を身
につけさせてほしい

• 新たな時代に対応したAIリテラシー等を身
につけさせてほしい

• 才能を見つけ、得意なことに気づかせてほ
しい ○
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Society 5.0の観点から主眼を置くリカレント教育の範囲

❷更なる社会参画のための

リカレント教育

❶生活の糧を得るための

リカレント教育

❸知的満足（文化・教養）のための

リカレント教育

l リカレント教育については、その趣旨に応じ、❶生活の糧を得るため、❷更なる社会参画のため、❸知的満足
（文化・教養）のためという三つの類型化が可能

l 次期基本計画では、Society 5.0時代に求められる教育・人材育成の観点から、❷を主眼に置く

関
係
省
庁
の
施
策

実践的な能力・スキルの
習得のための大学・専修
学校等を活用したリカレ
ント教育プログラムの充実

（文部科学省）

我が国の競争力強化
に向けた環境・機運
の醸成

（経済産業省）

労働者・求職者の職業
の安定に資するための
職業能力開発、環境
整備のための支援

（厚生労働省）

人生100年時代にあって複線的な
キャリアパスが求められる中、
Society 5.0の観点から重要

対象１） 現状くすぶっている者
対象２） 更に高いレベルを目指す者

7

参考



参考資料



l 義務教育修了段階の15歳児を対象とした国際学力調査によれば、数学的リテラシー及び
科学的リテラシーは世界トップレベル

l 読解力もOECD平均より高得点のグループに位置する

出典：「OECD 生徒の学習到達度調査2018年調査（PISA2018）のポイント」
（文部科学省・国立教育政策研究所）

国際学力調査における成績
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「算数・数学」や「理科」について、「楽しい」と思う児童生徒の割合は、小学校から中学校に
かけて大きく低下

出典：「国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2015）のポイント」
（文部科学省）

理数好きの児童生徒の割合
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l 日本では、米中韓と比較して、受け身中心の授業となっており、ICTを活用した授業や
グループ学習、体験活動を経験する高校生が少ない

l 日本では、米中韓と比較して、大学院までの教育を望む高校生が少ない

（単位: %）

高校生の勉強や生活に関する意識
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日米中韓４か国意識調査

日本が高い項目 日本が低い項目

出典：「国立青少年教育振興機構青少年教育研究センター紀要」
平成30年３月（国立青少年教育振興機構）

高校生の意識に関する国際比較
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教師の業務時間

教師の平均勤務時間は、正規勤務時間を超えており、深刻な状況

出典：第６回学習指導基本調査 DATA BOOK（小学校・中学校版）
平成29年3月（ベネッセ教育総合研究所）

※平成28年度の正規勤務時間は7時間45分 12



教師の業務過多による授業準備への影響

教師は、授業には直接関わりのない業務に負担を感じている一方で、教材の準備の時間を
十分に確保できていないと感じている

出典：第６回学習指導基本調査 DATA BOOK（小学校・中学校版）平成29年3月（ベネッセ教育総合研究所） 13



教師の業務過多による教員の学びへの影響

教師自身が学ぶ時間についても不足していると感じている

出典：教員の「働き方」や「意識」に関する質問紙調査の結果から 平成29年度（平成30年5月14日 横浜市教育委員会・東京大学中原研究室） 14



日本は、諸外国と比較して以下の各項目がいずれも最低

出典：18歳意識調査「第 20 回 -社会や国に対する意識調査-」
令和元年11月（日本財団）

l 現状では、責任ある社会の一員として、夢を持ち、国や社会を変えられると思う人材が
育っていない

l また、解決したい社会課題を考え、周囲と積極的に議論する人材も育っていない

イノベーションを志向する人材の確保状況

15



アジアの諸外国と比較して、日本では、社会に出て以降、継続的な学習や自己研鑽に対して
消極的

出典：「APAC就業実態・成長意識調査（2019年）」
令和元年８月（パーソル総合研究所）
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APAC 14カ国平均

（単位: %） 自分の成長を目的として行っている勤務先以外での学習や自己啓発活動（複数回答）

社会人の学習や自己啓発活動への取組状況
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